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庁内業務可視化によるDX推進の状況について
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全庁業務量調査の位置づけ

業務調査 業務分析 施策検討 施策実践

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
全庁業務量

調査
対象業務

決定
効果測定施策検討問題事象

抽出
原因追及現状分析 計画立案 試行

BPRプロセス

調査方法

対象各班ごとにエクセル
の調査シートを作成し、
各職員が記入

調査対象部門
   知事部局、議会事務局、行政委員会、教育庁（学校を除く）
調査対象職員
　 所属長を除く、業務に携わる事務・技術職員（再任用職員を含む）
　 固有業務（事務補助、秘書業務を除く）に携わる会計年度任用職員
調査対象業務
　 各所属の事務分担表に基づく全ての業務
　 令和4年度に実施する業務で作業時間の実績または見込み
　 単年度業務（新型コロナウイルス感染症対応、災害復旧など）を除く　 

　令和４年度全庁業務量調査を以下の通り実施しました。総作業時間や作業性質に着目し負荷傾向の高い、所属や業務分野、
作業からデジタルツールの活用等を進めていくことで、庁内全体の業務効率化を推進いただくことが可能となります。
また、本報告観点を参考に得られたデータを有効的に活用いただくことが調査実施後の重要な取り組みとなります。
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業務／作業の性質による分類と施策の方向性

２

職員でなければできない仕事（コア）、職員以外でもできる仕事（ノンコア）に分類。
コア：業務の標準化・手順化により、可能な限りノンコアにシフトする
ノンコア：「集約」および「ICT利活用による自動化」により、徹底的な効率化を目指す

業務の効率化・省力化のための施策例作業の性質

ノンコア（職員以外でもできる仕事）

コア（職員でなければできない仕事）
Ⅰ. コア　  （秋田県庁における割合　59.0%）
　判断を要する仕事等

業務プロセスや組織の見直し等
標準化、ICT活用継続による業務集約
スケールメリットの創出
資産の有効活用

ICT等の活用で効率化できる作業

Ⅱ. ノンコア（要専門性）               （3.4%）
　専門性が必要な作業 会計年度任用職員活用(人材派遣)

ICTソリューションの導入

Ⅲ. ノンコア（専門性不要／定型）   （22.0%）

　専門性が不要で 定型 な作業
自動化

Ⅳ. ノンコア（専門性不要／非定型）（15.6%）

　専門性が不要で 非定型 な作業

紙媒体の
有無

作業の定型化、
定型部分の切り出し ICTソリューションの導入

BPO（外部委託）
OCR等でのデータ化

切り出し
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他県との比較概要

３

業務量調査時期が近く、職員数、人口の近い県（弊社活動実績より引用）と比較した諸情報を示します。
なお、比較対象県の作業時間は調査時の情報（令和３年度）となります。

人口は2％程度少ないのに対し、職員数、年間作業時間は7～8％程度の多い傾向があります。
組織数についても14%程度多い傾向にあります。

秋田県 他県 他県に対する比率

人口 約93万人 約94万人 98%

面積 11,640 km2 4,725 km2 246%

調査対象職員数 ※1
(正規職員比率)

3,707 人
（86.8%）

3,461 人
（88.1%） 107%

職員1人当たり
平均年間作業時間 1,810 時間/人 ※2 1,795 時間/人 101%

調査対象組織数 655 574 114%

※1　業務量調査における担当係情報の集計値
※2　職員一人あたりの年間通常勤務時間は　1,875.5時間
　　　 算出方法：１週間あたりの勤務時間 38.75時間 × 年 52週間 ー 休日(18日)分の勤務時間 139.5時間　
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他県業務量調査結果 傾向比較

同じ人口規模の他県と比べて、業務時間が８％程度多い傾向。（その多くは出先機関の業務量）
業務負担傾向は、他県同様「管理・庶務」が高く、中でも”収入・支払・会計”が他県より顕著に業務負荷高い。

業務分野別の作業時間割合
上位：管理・庶務

４

業務分野別
10位以下の
作業時間

業務分野別
10位以下の
作業時間
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本庁及び本庁以外作業時間 傾向

５

【業務分野別 作業時間上位】

共通：管理・庶務(照会回答 等)

本庁 特有：福祉(精神医療審査会事務 等)

※「管理・庶務」を占める作業分類　資料等作成・編集、データ入力・登録・集計

本庁 傾向 本庁以外（地域振興局 等）　傾向
【総作業時間上位】　
農林水産部、教育庁

【総作業時間上位】
建設部_保全・環境課、農林部_農村整備課

【業務分野別 作業時間上位】

共通：管理・庶務(照会回答 等)

本庁以外 特有：土木(ほ場整備工事発注 等)

※「管理・庶務」を占める作業分類　支払処理、データ入力・登録・集計



ワークショップ検討業務一覧

　業務量調査を実施し、以下の基準により、職員の高負荷となっている11業務を選定。

　各業務４回程度のワークショップを開催し、デジタルソリューション等による業務改善を検討。

【基準】
　①  紙の使用量が多い業務
　②  職員でなければできない仕事（コア）で、一定のパターンがあり、マニュアル化可能な定型業務
　③  職員以外でもできる仕事（ノンコア）で、一定のパターンがあり、専門性不要でマニュアル化可能な定型業務
　④  各部局１業務程度を選定

コア
定型

ノンコア
定型

コア･ノンコア
非定型

1
自動車税の減免定期申請に係る受理事
務

総務部
総合県税事務所 4,045 0 4,045 0 2,925

2
毎月勤労統計調査 企画振興部

調査統計課 1,032 0 1,032 0 12

3
選手強化対策費補助金 観光文化スポーツ部

スポーツ振興課 3,630 0 1,690 1,940 2,020

4
肝炎治療に対する医療費助成 健康福祉部

保健・疾病対策課 1,597 1,208 389 0 1,568

5
食品衛生営業許可 生活環境部

生活衛生課 2,400 960 0 1,440 480

6
ほ場整備事業に関する業務委託・工事
発注及び協議

農林水産部
農地整備課 4,200 4,200 0 0 4,200

7
委託及び工事に関する監督 産業労働部

公営企業課 8,448 0 8,448 0 2,816

8
建築基準法に関する建築確認申請・完
了検査

建設部
建築住宅課 4,930 4,440 490 0 2,050

9
物品供給業者登録関係書類の受領・整
理

出納局
総務事務センター 1,664 0 1,664 0 1,664

10
県費負担教職員の旅費支出 教育庁

教職員給与課 3,720 3,720 0 0 3,720

11
教職員の人事管理業務 教育庁

高校教育課 4,020 0 0 0 4,020

No. 業　　務 所属名
全体時間に占め
る紙使用量が多
い事務の時間数

全体時間の内訳
全体時間
（年間）
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ワークショップ成果一覧

部局名

【課所名】

1 総務部
【総合県税事務所】

● 電話相談件数が多いほか、来庁での
相談・申請対応時間が長い傾向にあ
る

● ホームページへのＦＡＱの掲載
（令和４年度）

● 身体障害者手帳への減免申請受理印
の廃止
（令和６年度）

● 減免定期申請は身体障害者手帳への
受理印等のため、窓口対応となって
おり、時間と労力がかかっている

● 秋田県電子申請・届出サービスの活用による減
免定期申請の電子申請対応
（できるだけ早期）

●

● ACCESSで独自開発した減免台帳シス
テムについて、今後の運用・保守に
懸念がある

●

● 市町村が発行する生計同一証明書に
ついて、事実と相違しているものが
多く、対応に時間を要している

2 企画振興部
【調査統計課】

● 紙媒体で提出された調査データのシ
ステム入力時のチェックが負担

● システムのエラーチェック機能の活用による目
視チェックの減
（令和４年度）

3 観光文化スポーツ部
【スポーツ振興課】

各競技団体が実施する合宿等の
選手強化対策に対する経費補助
事務

● 申請内容に誤りが多く、説明会未出
席者を含め、申請者への制度周知が
課題

● ● 補助金対象項目の整理等による申請
及び審査の簡素化
（令和６年度）

● 証拠書類（領収書等）が紙媒体であ
るため、内容確認等、補助金審査に
多くの時間、労力がかかっている

4 健康福祉部
【保健・疾病対策課】

肝炎患者に対する医療費助成の
審査及び受給者証の発行

● 申請添付書類（診断書等）が紙媒体
のため窓口対応となっており、申請
データの入力等に時間を要している

● ＡＩ－ＯＣＲ及びＲＰＡを活用した申請データ
入力の自動化
（令和６年度）

● システムがネットワーク化しておら
ず、本庁と保健所間の情報共有、連
携が困難となっている

● 本庁と保健所とのネットワーク化に対応した新
システムの導入
（令和６年度）

● 電話及び窓口相談対応に多くの時間
や労力がかかっている

● ＡＩチャットボットやナビダイヤルを活用した
相談への自動回答の導入
（令和６年度）

5 生活環境部
【生活衛生課】

食品衛生法に基づく食品営業施
設の許可に関する事務

● 国システムでの電子申請が可能であ
るが、申請手数料が窓口納付となっ
ているため、利用が進まない

● 秋田県電子申請・届出サービスの活用による手
数料のオンライン決済を含めた電子申請の導入
（令和５年度）

● 許可申請に伴う電話相談が多く、時
間や労力がかかっている

● ホームページへのＡＩチャットボットなどを活
用したＦＡＱの掲載
（令和５年度）

● 県の管理システムがネットワーク化
しておらず、本庁と保健所間の情報
共有、連携が困難

● 本庁と保健所とのネットワーク化及び国システ
ムとの連携等に対応した新管理システムの導入
（令和７年度）※Ｒ５以降必要機能を検討

NO.
デジタルソリューション デジタル以外のソリューション

内容（実施時期：予算計上年度） 内容（実施時期）

障害者本人若しくは家族等が障
害者のために使用する自動車税
の減免定期申請受理事務

生計同一証明書の適正な発行につい
て、障害福祉課を通じて、継続して
市町村に通知する。
（令和５年度）

庁内各課に存在する老朽化、属人化した職員独
自開発システムの更新・移行サポート（デジタ
ル政策課対応）
（令和６年度）

賃金、労働時間等を明らかにす
るため実施する毎月勤労統計調
査のうち第二種事業所に係わる
調査事務

ホームページへの説明会動画、ＡＩチャット
ボットなどを活用したＦＡＱの掲載
（令和４年度）

事務（作業)概要 課　題
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部局名

【課所名】
NO.

デジタルソリューション デジタル以外のソリューション

内容（実施時期：予算計上年度） 内容（実施時期）
事務（作業)概要 課　題

6 農林水産部
【農地整備課】

● 遠隔確認（リモート）に対して、機
器の使用やその準備、工事の品質低
下懸念等の不安がある

● 遠隔（リモート）確認の活用推進に向けた使用
機器の整備や手順書の作成
（令和５年度）

● 段階確認要領において、工事確認頻
度等の統一を図る
（令和５年度）

● 工事の段階確認について、担当者に
よっては確認頻度や報告書の内容に
違いがある

● 報告書作成時間の短縮等のため、事
例集の更新や定型様式を定める
（令和５年度）

● 経験が浅い職員が現地確認後の報告
書作成に多くの業務時間を要してい
る

●

● システム(※)の中には資料添付機能
がないものがあり、紙との併用によ
り、事務負担が増している

7 産業労働部
【公営企業課】

工業用水道事業における指定管
理者等との打合せや現地確認等

● 指定管理者等との打合せ、現地確認
等に時間、労力がかかっている

● 指定管理者等と利用可能なコミュニケーション
ツールの導入
（令和６年度）

● 業務報告書等における確認押印の廃
止
（令和６年度）

● リモートによる現地確認の実施
（令和６年度）

● 業務報告書等の電子化及びデータベース化
（令和６年度）

8 建設部
【建築住宅課】

●

9 出納局
【総務事務センター】

物品供給事業者の申請受付、審
査承認、登録等に関する事務

● 登録更新は時期が集中するほか、業
者への通知作業など、多くの時間、
労力がかかっている

● システム改修等による更新期限業者への自動通
知機能の追加
（令和６年度）

● 登録更新の時期分散化
（令和６年度）

● 申請時の添付書類として原本提出を
求めているものが多く、管理負荷等
が高い

● 申請時に添付する書類の電子化
（令和６年度）

10 教育庁
【教職員給与課】

市町村立小中学校の県費負担教
職員に係る旅費支出事務

● ● 旅費支払システムの改修及び請求書・添付書類
の電子化
（令和６年度）

● 旅費条例等の改正による旅費審査・
請求の簡略化
（令和６年度）

● 旅行命令・服務報告のシステム化及び旅費支払
システムとのデータ連携
（令和６年度）

11 教育庁
【高校教育課】

教職員の募集、試験、採用手続
き等に関する事務

● 各採用担当課毎に試験に関する情報
を管理しているため、情報の伝達・
共有に時間を要する

● コミュニケーションツールを利用した採用担当
課との試験情報の一元管理及び共有
（令和５年度）

● 採用に伴い受験者（合格者）とのや
り取りに多くの時間や労力がかかっ
ている

● 秋田県電子申請・届出サービスの更なる活用に
よる採用事務の効率化
（令和５年度）

旅費請求時の証拠書類（領収書等）
が紙媒体であるため、そのやりとり
及び内容確認に多くの時間、労力が
かかっている

システムの改善を事業者に働きかけ
る
（令和５年度）

新築・増改築等する建築物が建
築基準関係規定に適合している
かを審査･検査する事務

市町村や消防署など、審査等に関連
する機関が多岐に渡ることから、情
報共有や連携の効率化が困難

●

※

建築確認電子申請受付システムの導入
（システムの開発状況によるため、時期未定）

国からの委託により、自治体向けのシステムを
（一財）建築行政情報センターが開発中

※ システム（情報共有システム）とは、公共工事
における工事書類を作成するなど、インター
ネットを通して受発注者間の情報を共有するシ
ステム

県営工事の作業進捗と品質を確
保するため、職員が施工工程ご
とに行う現地確認
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令和５年度検討予定業務一覧

　紙の使用量が多く、職員の高負荷となっている業務や、各部局自らが業務の効率化を目指す業務について、業務量調

査結果データを活用し、他県の調査結果データと比較分析することにより、デジタルソリューション等による業務改善

を検討。

【基準】

　①　紙の使用量が多く、コア・ノンコアに係わらず、一定のパターンがあり、専門性不要でマニュアル化可能な定型
　　業務
　②　令和６年度以降に予定する財務会計システムの改修のため、効率化等を検討する業務（No.11・13）
　③　本庁（地域振興局）の業務が高負荷となっている場合、関係する地域振興局（本庁）の業務についても、一緒に
    業務改善を検討（No.6～9・14～17）

コア
定型

ノンコア
定型

コア･ノンコア
非定型

1
職員の各種健康診断に関すること（健
康管理システムを含む）

総務部
人事課 3,950 160 2,020 1,770 1,620

2
文書の仕分け及び発送 総務部

広報広聴課 4,032 0 4,032 0 4,032

3
知事印・県印の使用承認及び管守 総務部

広報広聴課 3,000 3,000 0 0 3,000

4
保存文書の管理（文書管理書庫） 総務部

広報広聴課 2,268 0 2,268 0 2,268

5
不動産取得税（承継課税）に関するこ
と

総務部
総合県税事務所 2,208 0 2,208 0 1,892

6
自立支援医療（精神通院医療） 健康福祉部

障害福祉課 584 140 143 301 83

7
特定医療費（難病の医療費助成） 健康福祉部

保健・疾病対策課 4,232 1,740 2,112 380 3,552

8
医薬品・医療機器等に関すること 健康福祉部

医務薬事課 1,738 954 612 172 1,660

9
毒物・劇物及び麻薬に関すること 健康福祉部

医務薬事課 1,151 342 132 677 752

全体時間の内訳 全体時間に占め
る紙使用量が多
い事務の時間数

No. 業　　務 所属名
全体時間
（年間）
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コア
定型

ノンコア
定型

コア･ノンコア
非定型

10
県外産業廃棄物搬入事前協議に関する
こと

生活環境部
環境整備課 3,060 0 3,060 0 1,860

11
支出命令書等の審査 出納局

会計課 13,188 1 1,331 11,856 12,357

12
給与庶務に関すること 教育庁

教職員給与課 2,760 0 2,760 0 2,760

13
支出命令書等の審査 地域振興局

秋田総務企画部 9,506 774 252 8,480 9,506

14
自立支援医療（精神通院医療）
【地域振興局業務】

地域振興局
秋田福祉環境部 7,840 0 7,840 0 7,840

15
医療品、医療機器等に関すること
【地域振興局業務】

地域振興局
秋田福祉環境部 1,856 1,236 275 345 1,601

16
毒物・劇物及び麻薬に関すること
【地域振興局業務】

地域振興局
秋田福祉環境部 3,587 3,561 20 6 3,481

17
特定医療費（難病の医療費助成）
【地域振興局業務】

地域振興局
由利福祉環境部 1,565 0 1,373 192 1,344

18
 ～
  30

－ － － － －

全体時間に占め
る紙使用量が多
い事務の時間数

各部局自らが業務の効率化を目指す業務
（各部局１～２業務を新たに選定)

No. 業　　務 所属名
全体時間
（年間）

全体時間の内訳
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